
　

去
る
10
月
17
日
、創
立
15
周
年
記
念
行
事
を
兼
ね
て

「
会
員
親
睦
バ
ス
の
旅
」を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
場

所
は
東
京
都
庁
見
物
、帝
釈
天
彫
刻
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
見

学
、葛
飾
柴
又
の
散
策
。
中
で
も
題
経
寺
の
彫
刻
は
素

人
目
に
見
て
も
圧
倒
さ
れ
る
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
り

ま
し
た
。

　

当
ク
ラ
ブ
発
足
時
は
、世
代
の
中
心
は
60
歳
代
中
心

で
あ
っ
た
が
、今
で
は
平
均
年
齢
77
歳
と
な
り
、事
業
へ

の
参
加
は
年
々
減
っ
て
い
く
。

　

今
回
は
、福
祉
バ
ス
を
利
用
し
た
日
帰
り
旅
行
に
未

入
会
の
方
た
ち
を
誘
い
、総
勢
36
名
で
親
睦
を
深
め

た
。
旅
行
の
ほ
か
、ク
ラ
ブ
活
動
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
、ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、ゴ
ル
フ
、輪
投
げ
、食
事
会
を
通

じ
て
Ｐ
Ｒ
、入
会
を
勧
め
て
い
る
。

　

新
聞
に
投
稿
さ
れ
て
い
た
替
え
歌
を
、ク
ラ
ブ
の
旅

行
で
披
露
し
た
と
こ
ろ
、た
い
へ
ん
好
評
で
、会
合
の
度

に
歌
お
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

三
番
ま
で
こ
こ
に
紹
介
し
ま
す
の
で
、高
齢
者
ク
ラ

ブ
の
皆
さ
ん
大
い
に
歌
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

(

お
座
敷
小
唄
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
歌
う)

一
、
風
邪
も
引
か
ず
に
転
ば
ず
に

　
　

腹
は
八
分
目
で
ヌ
ル
湯
好
き

　
　

頭
と
足
腰
よ
く
使
い

　
　

早
寝
早
起
き
ボ
ケ
ま
ぁ
せ
ん

二
、
ゴ
ル
フ
に
散
歩
に
ハ
ワ
イ
ア
ン

　
　

テ
レ
ビ
体
操
太
極
拳

　
　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
寺
巡
り

　
　

体
力
つ
け
れ
ば
ボ
ケ
ま
ぁ
せ
ん

三
、
唱
歌
に
童
謡
囲
碁
将
棋

　
　

演
歌
ナ
ツ
メ
ロ
カ
ラ
オ
ケ
で

　
　

植
木
に
菜
園
草
花
に

　
　

趣
味
を
持
つ
人
ボ
ケ
ま
ぁ
せ
ん

　

昔
知
り
合
っ
た
農
家
の
お
ば
あ
さ
ん
は
83
歳
。「
人

間
80
を
過
ぎ
る
と
、生
き
て
い
る
だ
け
で
大
変
な
ん
だ

よ
。
」と
い
い
な
が
ら
、畑
を
耕
し
て
大
き
な
キ
ャ
ベ
ツ

を
作
り
我
が
家
に
持
っ
て
き
て
く
れ
た
。テ
レ
ビ
新
聞

も
よ
く
見
、よ
く
読
み
、逢
え
ば
必
ず
時
事
問
題
を
口

に
し
た
。
驚
い
た
こ
と
に
、三
度
の
食
事
は
全
部
自
分

で
手
作
り
に
す
る
そ
う
で
、だ
か
ら
添
加
物
や
着
色
料

に
害
さ
れ
ず
、御
主
人
は
92
歳
、自
分
は
97
歳
ま
で
生

き
た
。

　

身
長
1
5
0
セ
ン
チ
、体
重
は
35
キ
ロ
。あ
の
小
さ
い

体
で
良
く
も
そ
う
生
き
た
と
脱
帽
す
る
の
み
で
あ
る
。

そ
れ
を
お
手
本
に
、病
弱
な
が
ら
私
も
90
歳
ま
で
生

き
、あ
と
７
年
、い
や
、８
年
と
、頑
張
っ
て
い
る
。

　

子
や
孫
の
為
10
％
の
消
費
税
は
必
要
で
す
。今
ま
で

８
％
で
す
か
ら
２
％
の
増
税
で
、1
0
0
円
の
内
の
２

円
で
あ
り
ま
す
。

　

顔
か
ら
火
の
出
る
よ
う
な
、恥
ず
か
し
い
思
い
出
が

あ
り
ま
す
。知
ら
ぬ
振
り
を
し
て
い
る
け
れ
ど
、何
か
の

と
き
に
思
い
出
す
が
、胸
の
う
ち
に
と
ど
め
て
い
ま
す
。

若
気
の
至
り
で
あ
り
ま
す
。

　

四
国
の
88
ヵ
所
を
歩
い
て
、修
行
を
し
て
み
た
い
。気

持
ち
は
い
ま
だ
、20
代
で
あ
り
ま
す
。

　
「
さ
あ
皆
さ
ん
こ
っ
ち
向
い
て
。こ
れ
以
上
な
い
よ
う

な
最
高
の
い
い
顔
し
て
。
」と
、名
カ
メ
ラ
マ
ン
の
会
長

さ
ん
の
掛
け
声
で
写
真
に
納
ま
っ
た
31
名
の
会
員
。
毎

年
、水
戸
市
の
福
祉
バ
ス
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、実

施
し
て
い
る
。

　

今
回
は
、福
島
県
母
畑
温
泉
の
豪
華
ホ
テ
ル
に
て
、

昼
食
を
か
ね
た
大
宴
会
。
最
年
長
な
が
ら
、週
１
ゴ
ル

フ
を
楽
し
む
役
員
さ
ん
の
乾
杯
の
音
頭
。お
膳
に
並
ん

だ
ビ
ー
ル
は
、あ
っ
と
い
う
間
に
追
加
注
文
。飲
む
ほ
ど

に
、酔
う
ほ
ど
に
歌
が
出
る
の
が
我
が
ク
ラ
ブ
の
よ
い

と
こ
ろ
。最
初
の
頃
は
、歌
は
ダ
メ
と
し
り
込
み
し
て
い

た
会
員
も
、時
間
の
経
過
と
と
も
に
調
子
が
上
が
り
、

自
慢
の
ノ
ド
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
。政
府
の『
人
生
1
0
0

年
計
画
』を
先
取
り
し
た
よ
う
な
、我
が
ク
ラ
ブ
の

面
々
。特
に
、ご
婦
人
方
が
素
晴
ら
し
い
。

　

帰
り
の
バ
ス
の
中
が
更
に
賑
わ
っ
た
。恒
例
の
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
で
は
、賞
品
は
役
員
さ
ん
が
こ
の
日
の
為
に
精

魂
込
め
て
栽
培
し
た
ブ
ド
ウ
。
司
会
者
の
ユ
ー
モ
ア
溢

れ
る
軽
妙
な
や
り
と
り
で
、当
た
っ
た
賞
品
に
泣
い
た

り
笑
っ
た
り
と
大
忙
し
。あ
っ
と
い
う
間
に
水
戸
到
着
。

朝
方
は
降
っ
て
い
た
小
雨
が
昼
頃
に
は
止
み
、帰
り
の
バ

ス
の
窓
か
ら
真
っ
赤
な
夕
日
が
会
員
皆
の
満
足
げ
な
顔

を
照
ら
し
、ま
さ
に
紅
顔
の
美
少
年
・
美
少
女
と
な
っ
て

い
た
。

皆
さ
ん
の
投
稿
欄
で
す

双
葉
台（
松
）高
齢
者
ク
ラ
ブ
　
小
滝
　
昭
子

長
生
き
の
秘
訣

グ
リ
ー
ン
千
波
　
松
本 

修
吾

創
立
15
周
年
記
念
旅
行

梅
ク
ラ
ブ
27
　
鈴
木
　
貞

80
歳
の
感
想

松
ク
ラ
ブ
　
住
谷
　
浩

「
ボ
ケ
な
い
小
唄
」歌
い
ま
し
ょ

六
番
池
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
遊
佐
　
恒
義

笑
い
と
歌
の
思
い
出
い
っ
ぱ
い
の

日
帰
り
旅
行
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私たちは水戸市高齢者クラブ連合会の活動を応援しています



　老人クラブは、戦後、
「老後の幸せを老人自身
で創り出そう！」という先覚
者たちによって創られ現在
全国的な組織となった団
体です。老人福祉法に“老
人クラブ”の名称を盛込む

運動や、敬老の日、老人の日・老人週間を法的に明確化しようと働きかけたの
も老人クラブです。
　今号では、老人クラブが法的な裏付により守られていること、運営や活動
は、厚生労働省が作成した「老人クラブ運営要綱」を基本としていることなど、
ごく基本的なことを掲載しました。高齢者クラブ会員として活動していくうえで、
自分たちが普段活動していることに自信を持って活動していただくため、会員
の皆様には、自身が生きがいや楽しさを感じている活動を、「伝えたい」ときの
豆知識として、役員や会長の皆様には、自治会、町内会、地区会、社協支部な
どの各団体と連携を図っていくための知識として役立てていただきたいと願っ
ています。

　老人クラブの歴史は、高齢者の知識に敬意を表した催しとして、古く平安時代まで
遡ります。戦後、家や家族制度の変革により家族の在り方が変化し、「老後の幸せを
老人自身で創り出そう」と考えた先駆者達が各地で老人クラブをつくり、活動をはじめま
した。その動きは加速し、社会福祉協議会の協力のもと、全国的に広がっていき、現在
では全国的なネットワークを有する高齢者組織となっています。
　また、クラブ相互の連絡調整を図り、より広域的な共同事業を実施するために、市
区町村、都道府県・指定都市、全国の各段階に、それぞれ連合会を組織しています。
≪老人クラブの法的な位置づけと公的補助≫
　老人クラブは、昭和３８年８月に施行された「老人福祉法」第１３条第２項において、

“地方公共団体は、老人の福祉を増進することを目的とする事業の振興を図るととも
に、老人クラブその他当該事業を行う者に対して、適当な援助をするよう努めなければ
ならない”と位置づけられています。
　この条項をもとに、国では「老人クラブ活動等事業実施要綱」を定め、地方公共団体

（都道府県や市区町村）をとおして、老人クラブに対する公的な補助を行っています。

老 人クラブ は、地 域を基 盤とする
高 齢 者 の自 主 組 織 で す。

老 人 ク ラ ブ 運 営 指 針 （全国老人クラブ連合会）［抜粋］ 昭和48年4月24日　策定　　平成8年5月30日　改定

高齢者クラブをきちんと理解していきましょう！

 Ⅰ老人クラブの目的と性格
 １ 老人クラブの目的
　老人クラブとは、地域を基盤とする高齢者
の自主的な組織として、①仲間づくりを通し
て、生きがいと健康づくり、生活を豊かにする
楽しい活動を行うとともに、②その知識や経
験を生かして、地域の諸団体と共同し、地域
を豊かにする社会活動に取り組み、③明る
い長寿社会づくり、保健福祉の向上に努め
ることを目的とする。
 ２ 老人クラブの性格

（１）自主性、地域性、共同性
　老人クラブは、高齢者が自主的に仲間づく
りをすすめ、それぞれの地域の実態に即して
小地域ごとに組織づくりをし、高齢者が共同
して相互に支え合い、楽しみを共にすること
を基本とする。
（２）総合的な活動、多様な活動形態
　老人クラブ活動は、会員の意見（ニーズ）
にもとづき、「生活を豊かにする楽しい活動」と

「地域を豊かにする社会活動」の総合的で
かつ均衡のとれた活動展開をはかり、また、小
グループ活動や世代交流、地域の諸団体と
の共同活動など、多様な活動形態により推
進する。

（３）各世代、男女が共同する民主的な運営
　老人クラブは、組織を構成する高年会員・
若手会員、男性会員・女性会員などの均衡
に配慮して役員構成を行い、活動分野ごとに
リーダーを設けるなど役割分担をして民主的
な運営を行う。

 Ⅱ老人クラブの会員・組織
 １ 会員の資格
　老人クラブは、入会を希望する高齢者で、
おおむね６０歳以上の者を会員とする。
　また、常時活動に参加できない高齢者であ
っても、会員として迎え、支え合い、喜びを共
にできる方法を考える。

　なお、必要に応じて準会員や協力会員制度
等を導入する。
２ 組織の範囲と規模
（１）組織の範囲
　老人クラブは、会員が日常的に声を掛け合
い、徒歩で集まることのできる小地域の範囲で
組織することを原則とする。

（２）会員の規模
　老人クラブの規模は、会員３０名から１００名
を標準とする。ただし、地理的条件その他の事
情がある場合は、この限りではない。
3新規会員への呼びかけ
　老人クラブは、絶えず新しい会員への呼びか
けを行い、仲間を増やしてクラブの活力を維持
するとともに、地域の高齢者の孤立や閉じこも
り解消に努める。
　このため、毎年計画を立てて新会員の確保
に当たるとともに、魅力あるクラブづくりに努め
る。

 Ⅲ老人クラブの運営
 １ 運営の原則
　老人クラブは、会員本位の自主的かつ民主
的な運営を行う。このため、会則や内規を定める
など運営方法を明確にして運営する。
　なお、老人クラブを構成する各世代や男性会
員・女性会員の意見を十分ふまえて、何時でも
溌剌とした、明るいクラブ運営を心がける。
 ２ 役員の構成
　老人クラブには、会を代表する会長、副会
長、会計、監事などの役員をおく。これらの役員
は、高年会員と若手会員、男性会員と女性会
員の均衡に配慮して構成し、その選出は民主
的に行う。
　また、役員は、常に後継リーダーの養成確保
に努める。
 ３ 会員の役割分担
　老人クラブには、役員のほかに活動分野ごと
の担当者や幹事、係（例えば、健康委員、友愛
活動リーダー、その他）等を設けて、できるだけ多

くの会員が、役割を分担して活動推進に参画
するようにする。
 ４ 役員会、定例会の開催
　役員会は、定期的に開催し、活動全体の進
捗状況を把握し、実施をはかるとともに、対外的
な折衡や活動計画・予算の執行を行う。
　会員全員が参加する例会や集会は、年間計
画を定め定例的に開催することが望ましい。な
お、会員のなかに就業中の者がいる場合には、
休日に開催するなど参加しやすい会合の工夫
をする。
 ５ 活動計画、予算の作成
　毎年、会員の話し合いにより活動計画と予算
を作成し、計画的な運営に努める。また、クラブ
の活動がより活発化するように、活動ごとの企
画や評価の話し合いをするとともに、少数意見
も大切にして運営する。
 ６ 自主財源を主体とした運営
　老人クラブは、自主組織として、運営の基礎
となる経費は、会員の会費によってまかなうこと
を基本とする。収入を伴う事業活動は、老人ク
ラブにふさわしい内容を選択して行う。補助金・
助成金などの公費と寄附金などについては、そ
の趣旨を活かした活動に充当し、公正な執行を
行う。

 Ⅳ老人クラブ活動のすすめ方
 １ 老人クラブ活動の全体像
　「老人クラブ２１世紀プラン」において示され
た、老人クラブ活動の全体像を参考として、会
員の話し合いにより、それぞれのクラブ活動の
実態に即した、無理のない活動項目を設定し、
計画を立てて実践に取り組む。
 ２ 活動推進の方法

（１）均衡のとれた活動の展開
　老人クラブは、会員の「生活を豊かにする楽
しい活動」と「地域を豊かにする社会活動」の
均衡をはかりながら、会員の希望を取り入れ、
魅力ある活動を展開する。

（２）高齢者の生活リズムに合わせた活動

　老人クラブの活動は、高齢者の生活リズム
と体力に合わせて、無理をせず、気張らず、急
がず、継続性を大切にしてすすめる。

（３）全体の活動と小グループ活動の調和
　老人クラブ活動は、会員の誰もが参加する
例会や誕生会、旅行、社会奉仕の日の活動な
どを基本として大切にする。
　同時に、会員個々の活動欲求や趣味を満
たした、さまざまな活動分野別の小グループ活
動、サークル活動を取り入れてすすめる。
　この小グループ活動、サークル活動を活発
化するために、会員の興味や趣味、意欲を生か
したリーダーの養成、発掘をはかる。
（４）老人クラブ相互の交流
　老人クラブは、それぞれの独自性を発揮して
活動をすすめると同時に、近隣のクラブとの交
流や先進地域との交流による学習、姉妹提携
などにより活性化をはかる。

（５）会報の発行と老連機関紙の活用
　老人クラブの活動の発展のためには、会報
の発行が重要な意味をもつ。例会や集会に参
加できなかった会員への活動の周知、会員全
体への活動情報の提供、会員以外の関係者
への老人クラブ活動の理解の促進などのため
に、簡単な手作りの会報で十分なので、定期
的に発行する。
　また、市町村老連や都道府県老連の機関
紙あるいは月刊「全老連」の活用により、幅広
い情報の収集、活用をはかる。

（６）高齢者の立場からの提言・提案
　老人クラブ活動の一環として、高齢者の立
場で発言すべき事項があれば、地域の関係機
関・団体などに対して、提言・提案を行う。

（７）安全への配慮
　老人クラブ活動では、絶えず安全に配慮す
るとともに、万一の事故に備えて老人クラブ保
険の活用をはかる。

（８）会員章の着用
　老人クラブ会員は、仲間のしるしとして会員
章を着用する。

「老人クラブ」とは
高齢者クラブってどんな組織？
なにをやっているの？
と尋ねられたとき、
どのように答えていますか？

（傍線は市高連事務局）

平成 30 年（2018 年）1月発行(　7　) 第 5 5 号 高壮だより(　7　)

私たちは水戸市高齢者クラブ連合会の活動を応援しています



　

私
た
ち
が
日
頃
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
を

組
織
的
に
推
進
し
よ
う
と
呼
び
か
け
た
の
が

全
国
三
大
運
動「
健
康
」「
友
愛
」「
奉
仕
」と
言

わ
れ
る
も
の
で
す
。

 

１
．生
活
を
豊
か
に
す
る
楽
し
い
活
動

 

２
．地
域
を
豊
か
に
す
る
社
会
活
動

　

こ
の
２
つ
の
活
動
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
取
り
入

れ
る
こ
と
が
ク
ラ
ブ
活
動
の
基
本
で
あ
り
、そ

れ
を
主
体
と
し
て
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま

す
。こ
の
度
、高
壮
だ
よ
り
第
55
号
で
は
、少

し
で
も
ク
ラ
ブ
運
営
や
活
動
の
役
に
立
て
て
頂

き
た
い
と
、皆
さ
ん
が
あ
ま
り
理
解
し
て
い
な

い
運
営
要
綱
や
、地
域
組
織
と
の
関
係
な
ど
の

基
本
的
事
項
を
と
り
あ
げ
ま
し
た
。

 

年
々
増
加
す
る
高
齢

者
が
元
気
に
暮
ら
せ
る

よ
う
、私
た
ち
自
身
も

含
め
、
一
人
で
も
多
く

の
高
齢
者
が「
幸
せ
な

人
生
だ
っ
た
」と
い
え
る

よ
う
に
努
力
し
た
い
も

の
で
す
。

水戸市高齢者クラブ連合会　会長　佐々木国雄

　

前
会
長（
女
性
）が
体
調
を
崩
さ
れ
当
時
副
会
長

で
あ
っ
た
私
が
会
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。ク
ラ
ブ

活
動
で
永
年
培
っ
た
知
識
と
経
験
を
生
か
し
、「
健

康・友
愛・奉
仕
」を
基
本
理
念
と
し
て
、さ
ま
ざ
ま

な
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

当
ク
ラ
ブ
で
特
に
力
を
注
い
で
い
る
活
動
は
、常

磐
小
学
校
、幼
稚
園
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た

〝
高
齢
者
と
子
ど
も
の
ふ
れ
あ
い
事
業
〞で
す
。１

年
生
か
ら
６
年
生
、幼
稚
園
の
子
ど
も
た
ち
と
、昔

あ
そ
び
や
、お
に
ぎ
り
集
会
、戦
争
体
験
の
話
を
し

な
が
ら
す
い
と
ん
作
り
、テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
な
が
ら

子
ど
も
た
ち
と
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
す
。

　

当
ク
ラ
ブ
も
高
齢
化
、会
員
の
減
少
と
抱
え
る
問

題
は
多
い
が
、会
員
ひ
と
り
ひ
と
り
が
ど
の
よ
う
な

行
事
に
で
も
参
加
で
き
る
企
画
を
す
る
よ
う
心
掛

け
て
い
ま
す
。

　

特
に
、日
帰
り
旅
行
、ス
ポ
ー
ツ
大
会
、芸
能
発
表

大
会
な
ど
、体
を
動
か
す
活
動
は
好
評
を
得
て
お
り

ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、会
員
の
み
な
さ
ん
が
い
つ
ま
で

も
元
気
で
は
つ
ら
つ
と
し
た
人
生
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
と
、健
康
づ
く
り
活
動
に
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

中
部
東
長
寿
会

　

会
長　

武
笠　

芙
美
子（
常
磐
地
区
）

【
大
内
】

私たちは水戸市高齢者クラブ連合会の活動を応援しています

公益財団法人
全国老人クラブ連合会

公益財団法人
茨城県老人クラブ連合会

水戸市高齢者クラブ連合会

地区連合会 社協支部

ブロック連合会

社会福祉法人
全国社会福祉協議会

社会福祉法人
茨城県社会福祉協議会

社会福祉法人
水戸市社会福祉協議会

全国

都道府県、
指定都市単位

市区町村単位

小学校区単位

複数地区単位

会長：斎藤十朗 会長：斎藤十朗

主管行政：厚生労働省

主管行政：茨城県長寿福祉課

主管行政：水戸市高齢福祉課

主管行政：厚生労働省

主管行政：茨城県福祉指導課

主管行政：水戸市福祉総務課

単位クラブ

単位クラブ

単位クラブ単位クラブ

老 人 ク ラ ブ と 地 域 組 織 と の 関 係

121クラブ 6,450人（男性2,554 女性3,896） H29.4.1

老 人クラブ体 系 図

老 人クラブと地 域 組 織 の 例

H 2 9 ．3月末
地域を構成する組織はみな同じ立場です

水戸市住みよい
まちづくり
推進協議会
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